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はじめに 

 

 南小国町バイオマス産業都市構想の策定にあたり、一言御挨拶申し上げます。 

 本町は、マゼノ渓谷や押戸石の丘を代表する豊かな自然の中に、黒川温泉や満願寺温泉

をはじめとする赴きある温泉地を有しており、国内外から多くの観光客に訪れていただい

ております。また、清らかな水で育まれた米や野菜は、良質美味で多くの皆様に大変喜ば

れております。 

現在、本町では南小国町産業連関表を基にした、自然エネルギーの利活用や地産地消の

推進によって、地域内での経済循環を高め、しなやかな強さを持った地域経済を構築する

こと。また、町内・町外の方々の起業や事業承継、地域おこしなどを、起業塾や各種補助

金などのバックアップを図ることにより、"挑戦"を生みだす町になることの二つのテーマ

を掲げ事業を進めています。 

私たちは、「南小国だからできない」という言い訳ではなく、「南小国だからできること」

「南小国じゃないとできないこと」への可能性を求め、困難な時代を果敢に挑戦したいと

考えています。  

今年度はその一環として、バイオマス産業都市構想を策定し、国のバイオマス産業都市

構想の選定に向けてチャレンジすることといたしました。 

将来的には、バイオマス産業都市構想に基づいたバイオマス事業を介して、地域資源循

環による地域活性化と災害にも強い持続可能なまちづくりを考えております。 

最後に、本構想の策定にあたり、関係者の皆様から多くの有益な情報提供、助言を賜り

ました。この場を借りて厚くお礼申し上げます。 

 

 
 

令和５年 12月 南小国町長 髙橋 周二 
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1 地域の概要 

1.1 対象地域の範囲 

本町は、熊本県の北東端部に位置しており、北は小国町、東は大分県九重町・大分県竹

田市・産山村、南は阿蘇市、西は大分県日田市に接しています。緑と水のきれいな観光と

農林業を主産業とする人口約 3,800人の純農山村です。 

 

図１ 南小国町位置 

 

1.2 作成主体 

本構想の作成主体は、熊本県阿蘇郡南小国町とします。 

 

1.3 社会的特色 

1.3.1 歴史・沿革 

南小国町の位置する場所は、文献では古くから「波
は

良
ら

郷
ごう

」「椙山
すぎやま

」「北郷
ほくごう

」「北里手
きたざとて

永
なが

」と

も呼ばれ、地域では長く「小国
お ぐ に

郷
ごう

」と称されてきました。 

縄文時代からの人々の生活の跡が残り、古墳時代以降は阿蘇山の周辺地域を治めていた

「阿蘇氏」の影響を強く受けました。また、鎌倉時代の元寇の折には、時の執権北条氏に

よって国家安寧を願う祈願寺「満願寺」が創建されるなど、周辺地域やその時代の状況に

左右されながらも、温泉や草原、「小国杉」と呼ばれる杉の産地として生業が営まれてきま

した。 

明治維新後に小国郷内の地域は９の村に合併し、明治 22 年（1889 年）４月１日 町村制

施行によりその内の３村である「赤馬場村」「満願寺村」「中原村」が合併し「南小国村」

南小国町

熊本県

小国町

九重町

日田市

阿蘇市

産山村

熊本県

竹田市
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が発足。昭和 44 年（1969 年）11 月１日に町政を施行し、三つの大字（赤馬場、中原、満

願寺）からなる「南小国町」となりました。 

昭和 60 年代になると、地域の伝統的な農村景観と自然環境を後世へと受け継ぐため、き

よらかで美しい里山を目指す「きよらの郷」づくりをスローガンにまちづくりを行い、同

じ理念を持つ全国の町や村で組織される NPO 法人「日本で最も美しい村連合」の発足では、

平成 17 年（2005 年）の立ち上げとあわせて加盟をしています。平成 25 年５月には、阿蘇

地域の文化や景観が次世代に受け継がれるべきものとして世界農業遺産に認定され、平成

26年９月には世界ジオパークの認定を受けています。 

表 1 小国郷地域沿革 

 

「きよらの郷」の理念 

 

時代 飛鳥 平安 鎌倉 江戸 明治 昭和 

和歴 和銅 6 年 延長 7 年 承歴 2 年 建武 2 年 明和 6 年 明治 4 年 明治 22 年 昭和 44 年 

西暦 713 年 929 年 1078 年 1335 年 1769 年 1871 年 1889 年 1969 年 

記述 豊後風土記 和名抄 
阿蘇宮神領 

四境国宣 
文献 郷村帳 廃藩置県 町村制施行 町村制施行 

地名 小国 波良郷 椙山 北郷 
北里手永 

197 村 

赤馬場村 

南小国村 南小国町 中原村 

満願寺村 

宮原村 

北小国村 小国町 

上田村 

北里村 

西里村 

下城村 

黒淵村 

自然と調和した「きよらの郷」づくり 

「きよら」という言葉は「きよらかに美しい」という意味があり、筑後川の源流であ

る南小国町にふさわしい言葉であり永遠のテーマでもあります。 

私たちはこの町を私たちの手によって 

・きよい里（環境）  ・きよい品（物）  ・きよい心（人） 

を実現し、いきいきと豊かな地域社会を作り出していきたいと願っています。 

「きよらの郷づくり」構想 

 ・一、自然環境を基調とした地域づくり 

 ・二、地域資源の特性を活かした産業振興 

 ・三、個々の力の結集による地域づくり 

 私たちの町は、この目標を基本構想として住民＝議会＝行政のそれぞれの役割を大切

に『住みたい』『住んでよかった』と思える、そんなまちづくりを目指します。 
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▲世界農業遺産認定書 

 

図２ 世界農業遺産「阿蘇の草原の維持と持続的農業」 

出典：阿蘇地域世界農業遺産推進協会 HP 
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1.3.2 人口 

南小国町の総人口は、昭和 30年（1955年）の 7,761 人をピークに減少を続けており、

昭和 60年（1990年）に 5,000人を割り込みました。平成 22年（2010年）は 4,429人、

令和２年（2020年）には 3,750人となり、ピーク時の５割以下となっています。国立社会

保障・人口問題研究所の推計値によると、2050年には 2,473人まで減少すると見込まれて

います。なお、世帯数については明治 31年（1895年）の 912世帯から令和２年には 1,603

世帯と増加傾向にあり、単身世帯の増加や核家族化などが顕著となっています。 

この状況を踏まえ、本町においても人口動向を分析し、将来の展望を示した「第４次南

小国町総合計画」を策定し、次世代が安心し、誇りを持ち、暮らし、働けるまちづくりを

目指しています。 

 

図３ 総人口の推移と将来推計 

 

図４ 第 4 次南小国町総合計画 
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1.4 地理的特色 

1.4.1 地勢 

 南小国町は東西に 17.5 ㎞、南北に 8.3 ㎞、総面積 115.90 ㎢、標高 430～945ｍ、九州の

中央部、阿蘇カルデラの北部に位置し、九州の主要都市である福岡県福岡市からは車での

アクセス距離約 110 ㎞、熊本県熊本市からは約 60 ㎞の距離に位置しています。阿蘇山の複

数回に渡る大噴火によって、北側へ流れ出た火砕流が溶結凝灰岩として積み重なり、さら

に風雨や河川が長い時間をかけて浸食していったことで、複雑かつ起伏の連なる地形を形

成しています。 

その上を覆うように総面積の 80%以上を山林原野が占め、数千年前から続くとされる「野

焼き」によって維持されてきた「瀬の本高原」をはじめとする大草原は、一部が「阿蘇く

じゅう国立公園」に属しています。 

筑後川の最源流域に位置する場所でもあり、大小７つの川が北へと流れ九州の各地域を

潤し、また、くじゅう連山のふもとに位置することから、その地熱によって湧き出る温泉

地が点在しており、「黒川温泉」を含む複数の温泉街が観光を支えています。 

 

図５ 南小国町航空写真 

 
図６ 南小国町赤色立体地形図 
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1.4.2 交通体系 

 南小国町における道路網は、国道 212号、国道 442号、主要地方道別府一の宮線、主要地

方道南小国波野線を骨格として、一般県道２路線、幹線町道 27 路線、その他 257 路線の町

道で形成されています。南小国町内での公共交通機関は主に路線バスであり、隣接する小国町

と阿蘇市とを繋ぐ路線バスや、「小国郷ライナー」と呼ばれる大津町と小国郷とを直接繋ぐ連絡

バス、福岡と南小国町の黒川温泉とを往復する長距離路線バスなどが運行されています。 

 鉄道については、隣接する小国町に宮原線が運行されていましたが 1984年に廃線となり、最

寄り駅は阿蘇市にある阿蘇駅で、車で 35 分の距離にあります。 

 また空路については、最寄りの熊本空港からは車で 50 分、福岡空港からは高速道路を使用し

て 1 時間 50 分の距離に位置します。 

1.4.3 気候 

本町の気候は、標高が高いため気温の変動が大きく、本町内標高 448ｍ地点の気象庁の

観測データによると、平均気温の最低が１月の 1.8℃、最高が８月の 24.5℃、日最低気温

が 1月の-2.8℃、日最高気温が８月の 30.5℃となっています。降水量については 6月が

518.2㎜と多く、年間では 2,421.5㎜と全国平均 1,757㎜に対して多雨な気候となってい

ます。 

 

図７ 主要道路図 

表２ 降水量、風速、気温の平年値(1991～2020) 
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1.4.4 面積 

 南小国町の総面積は 11,590ha で、内耕地面積 1,036ha、林野面積 9,289ha と、大部分

が農林業に供される土地として利用されています。その中でも総面積の約 43％にあたる

4,925haをスギが占めています。 

 

 

 

 

出展：気象庁 HP 

表３ 南小国町土地用途別面積 (単位:ha) 

 
出典：令和２年度熊本県林業統計 

 

図８ 土地利用状況 
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1.5 経済的特色 

経済的な産業構造について、国勢調査によると、昭和 35年（1960年）の就業人口比率は、

第一次産業が 70.60％、第二次産業が 9.20％、第三次産業が 20.20％ですが、平成２年

（1990 年）を境に、第一次産業と第三次産業の割合は逆になり、令和２年（2020 年）には、

第一次産業が 18.99％、第二次産業が 13.29％、第三次産業が 67.72％となり、その差は広

がり続けています。第二次産業は平成２年 20.25％をピークにして若干減り続けており、令

和２年では割合として最も少ない産業となっています。 

平成 27年（2015年）経済センサス－活動調査によると、町内総売上額約 203億円の内、

宿泊業、飲食サービス業などの第３次産業が約 130 億円と全体の 64％を占め、次いで第１

次産業の農林業が 21％の 43 億円、第２次産業の建設業及び製造業が 15％の 30 億円の割合

となっています。 

南小国町の基幹産業である観光関連では、南小国町内の黒川温泉は全国的に知名度が上

がるにつれて、平成 19年（2007年）ごろまでは宿泊客、日帰り客共に増加傾向が続き、ピ

ーク時には年間 155 万人にまで達しました。しかしながら温泉街での観光客の過度な流入

によるオーバーツーリズムの弊害も目立ち始めたことから、大型観光バスの乗り入れ制限

などに取り組んだ影響もあり 110 万人台まで減少、その後観光客数は一定を推移していま

したが、平成 28年（2016年）の熊本地震の影響もあり入込客数が一時減少しました。その

後外国人観光客の増加もあり、令和元年（2019 年）には入込客数も震災前の水準を超え増

加に転じましたが、令和２年（2020 年）の九州北部豪雨、またコロナ禍の影響により再び

減少しています。 

 

（単位：人） 

 
図９ 産業別人口推移（国勢調査） 
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図 10 業種別売上額（平成 27 年経済センサス－活動調査） 

 

（単位：人） 

 
図 11 観光入込客数推移（観光統計） 
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